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大
崎
も
の
づ
く
り
会
館

鹿
児
島
大
学
大
崎
活
性
化
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
！

　

町
内
12
社
の
企
業
で
構
成
さ
れ
る

大
崎
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
振

興
会
の
交
流
拠
点
施
設
『
大
崎
も
の

づ
く
り
会
館
』
が
、６
月
24
日
（
金
）、

本
町
野
方
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
、
振
興
会
員
や
関
係
者

80
人
が
集
い
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
館
内
に
は
、
鹿
児
島
大
学

と
企
業
が
共
同
研
究
や
、
相
互
研
修

を
行
う
『
鹿
児
島
大
学
大
崎
活
性
化

セ
ン
タ
ー
』
も
同
時
に
開
所
し
、
同

セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ト
の
序
幕
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
館
内
に
は
、
振
興
会
員
企
業
の

事
業
内
容
や
製
品
を
紹
介
す
る
企
業

展
示
ブ
ー
ス
や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
と
特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

併
設
さ
れ
た
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、

資
料
室
や
研
究
室
な
ど
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
今
後
、
学
習
セ
ミ
ナ
ー
や

共
同
研
究
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

　
　

大
崎
も
の
づ
く
り

　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
振
興
会
会
員　

　

㈱
ス
ト
ー
ン
ワ
ー
ク
ス

　

日
本
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ー
㈱

　

㈱
ダ
イ
ツ
ー
ル
技
研

　

㈱
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ー
ム

　

㈱
都
食
品

　

㈲
村
田
組

　

新
平
酒
造
㈱

　

社
会
福
祉
法
人
愛
生
会

　

㈲
し
ろ
や
ま
農
産

　

㈲
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

㈱
あ
す
ぱ
る
大
崎

　

ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

　

式
典
で
は
、
上
中
誠
振
興
会
長
が

「
私
た
ち
振
興
会
員
は
、
企
業
等
の
情

報
発
信
・
親
睦
と
情
報
交
換
、
地
域

貢
献
及
び
人
材
育
成
に
取
り
組
む
拠

点
整
備
を
計
画
、
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
も
と
、

本
日
、
会
館
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児
島
大

学
大
崎
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
当
会
館

内
に
開
設
さ
れ
ま
す
こ
と
は
二
重
の

喜
び
で
す
。」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
鹿
児
島
大
学
吉
田
浩
己
学

長
が
挨
拶
し
「
こ
の
施
設
が
よ
り
一

層
、
鹿
児
島
大
学
と
地
域
の
皆
さ
ま

と
密
接
な
交
流
を
推
進
し
て
い
く
場

と
な
り
、
次
世
代
へ
持
続
可
能
な
社

会
を
築
く
連
携
の
絆
が
、
こ
の
大
崎

活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。」
と
産
学
官
連
携
活

動
の
更
な
る
活
性
化
に
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

　

こ
の
会
館
を
拠
点
に
、
地
域
と
人

と
大
学
が
連
帯
し
、
新
た
な
地
域
資

源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
と
と
も

に
、
多
く
の
人
々
が
集
う
場
と
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

大
崎
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
振
興

会
は
、
日
本
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ー
株
式
会
社

の
小
川
社
長
と
株
式　

会
社
ダ
イ
ー
ル
技

研
の
柳
別
府
社
長
、
そ
れ
と
私
く
し
、
株

式
会
社
ス
ト
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
上
中
の
三
人

が
発
起
人
と
な
り
本
町
の
〝
も
の
づ
く
り
〞

に
関
係
す
る
企
業
に
対
し
、
企
業
の
情
報

発
信
、
情
報
交
換
、
地
域
貢
献
及
び
人
材

育
成
に
取
り
組
む
拠
点
整
備
を
進
め
る
協

議
会
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
昨
年
の
六
月
に
我
々
の

提
案
す
る
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
ま
し
た
地
元

企
業
12
社
の
参
加
の
元
、
本
振
興
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
振
興
会
の
重
点
事
項
の
中
で
も
、
新

し
い
視
点
の
も
と
鹿
児
島
大
学
・
鹿
児
島

県
と
の
産
学
官
連
携
な
ど
に
重
点
的
に
取

り
組
み
、
新
た
な
産
業
の
育
成
と
製
品
開

発
を
目
指
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
大
学
と
充
分
に
連
携
を
図
り
ま

し
て
地
域
の
活
性
化
と
情
報
の
発
信
や
交

流
の
拠
点
施
設
と
し
て
繁
栄
す
る
よ
う
会

員
一
同
連
帯
し
て
運
営
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

大崎ものづくりネットワーク
振興会　会  長　上　中　誠
㈱ストーンワークス
　　　　　　　代表取締役

ものネットモニュメント
　

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
ア
ル
ミ
缶
を

再
利
用
し
た
も
の
で
『
廃
棄
物
』
を
『
価

値
あ
る
モ
ノ
』
に
変
え
る
こ
と
を
目
的
に

鹿
児
島
大
学
と
振
興
会
員
が
共
同
で
製

作
し
た
も
の
で
す
。

　

大
崎
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
振

興
会
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
今

年
、
２
月
に
国
際
協
力
を
確
認
し
あ
っ
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
デ
ポ
ッ
ク
市
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
お
け
る
協
力
と
、
４
年
連
続

ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
日
本
一
を
達
成
し

た
本
町
の
象
徴
で
も
あ
り
ま
す
。

　青は大海、緑は大地、赤は
太陽と火山を表し、それぞれ
をつなぐ支点は、人々と自然
の調和を表現しています。
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会館内　『mono Cafe』 
　営業時間 　 10:00 ～ 18:00
　定  休  日　  日曜日
【メニュー】　
　アレンジコーヒー・軽食
　日替わりランチ（11:00 ～ 14:30）
    mono カレーなど

　

オ
ー
プ
ン
翌
日
の
25
日

（
土
）、『
大
崎
も
の
づ
く
り

会
館
』
に
お
い
て
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
域

連
携
ス
テ
ー
ジ
と
題
し
、
地

域
の
コ
ー
ラ
ス
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
伝
統
舞
踊
や
日
本
舞

踊
な
ど
国
籍
や
文
化
の
違
い

を
超
え
た
地
域
色
豊
か
な
ス

テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
関
連
企
業
な
ど
が

設
置
し
た
工
作
教
室
、
実
験

教
室
に
は
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
、
も
の
づ
く

り
の
原
点
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
会
館
内
で
は
、

鹿
児
島
大
学
小
原
教
授
に
よ

る
ナ
ノ
実
験
教
室
や
ヨ
ッ
ト

で
単
独
無
寄
港
世
界
一
周
に

成
功
し
た
今
給
黎
教
子
さ
ん

の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
が
『
つ
な

が
り
』
の
大
切
さ
で
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
、
様
々

な
人
々
、
企
業
、
地
域
、
大

学
は
、
普
段
『
点
』
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
互
い

に
連
帯
、
協
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
点
と
点
が
つ

な
が
り
『
線
』
と
な
り
ま
し

た
。

　

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
人

と
人
と
の
繋
が
り
・
関
わ
り

の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
学

び
、
新
た
な
地
域
に
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

点
が
つ
な
が
り

　
　
　
　

線
と
な
っ
た
日
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mono Cafe

 人

企業 地域

大学

建築面積　　　　５８９．７１㎡
延べ床面積　　　５７３．１４㎡
敷地面積　　　２０３６．４４㎡

大崎ものづくり会館

地域コミュニティー　
　　　　　　スペース

振
興
会
員
展
示
ブ
ー
ス

鹿
児
島
大
学
大
崎
活
性
化
セ
ン
タ
ー

mono Cafe

事務所厨   房

開館時間　9:00 ～ 18:00
休  館  日   日曜日
住　　所　大崎町野方 6222 番地 1
電話番号　099-478-2611



   

第
13
次
派
遣　
　
　

竹
井
政
和
【
水
道
課
】

　
　
　
　
　
　
　
【
６
月
２
日
〜
６
月
９
日
】

　

が
れ
き
や
被
災
し
た
車
を
自
分
の
目
で
見

て
、
す
さ
ま
じ
い
光
景
に
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
現
地
で
は
一
歩
踏
み
込
ん
だ
新
た
な
支

援
と
し
て
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る
心
の
ケ
ア

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
支
援
事
業
を
行
う

中
で
市
役
所
職
員
と
応
対
す
る
と
、
表
情
が

な
く
全
く
元
気
が
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま

し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
建
物
や
車
の
被
害
だ
け
で

な
く
、
心
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て

お
り
、
被
害
が
甚
大
な
事
か
ら
、
復
興
に
携

わ
る
自
治
体
の
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

な
ど
の
心
の
ケ
ア
も
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

一
丸

   

第
12
次
派
遣　

稲
森
洋
平
【
社
会
教
育
課
】

　
　
　
　
　
　
　
【
５
月
27
日
〜
６
月
３
日
】

　

学
校
の
敷
地
に
山
積
み
さ
れ
た
ガ
レ
キ
を

横
目
に
帰
宅
す
る
小
学
生
の
姿
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
車
両
警
備
時
に
、
行
方
不

明
に
な
っ
た
娘
夫
婦
の
車
を
捜
索
に
来
た
ご

夫
婦
が
車
を
発
見
し
た
と
き
に
流
し
た
涙
が

震
災
の
恐
怖
や
悲
惨
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

派
遣
期
間
中
に
給
水
業
務
が
終
了
し
復
興

に
向
け
て
前
進
を
感
じ
ま
し
た
が
、
実
際
ま

だ
ま
だ
長
く
険
し
い
道
の
り
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
肌
身
に
沁
み
ま
し
た
。し
か
し
、『
人
』

と
い
う
字
は
人
と
人
と
が
支
え
合
っ
て
成
る

も
の
で
す
。
み
ん
な
の
心
を
ひ
と
つ
に
が
ん

ば
っ
ぺ
大
船
渡
市
！
が
ん
ば
っ
ぺ
日
本
！

    

第
15
次
派
遣 　
　

宮
下
功
大
【
税
務
課
】

　
　
　
　
　
　
　
【
６
月
14
日
〜
６
月
21
日
】

　
「
復
興
支
援
あ
り
が
と
う
！
」「
私
た
ち
も

頑
張
り
ま
す
！
」
こ
れ
は
岩
手
県
花
巻
空
港

か
ら
大
船
渡
市
に
向
か
う
道
中
や
市
内
で
見

か
け
た
看
板
や
横
断
幕
の
言
葉
で
す
。
被
災

さ
れ
た
方
々
の
、
復
興
し
た
い
と
い
う
前
向

き
な
強
い
気
持
ち
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

へ
の
心
遣
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

様
々
な
国
や
地
域
か
ら
訪
れ
て
い
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
一
緒
に
作
業
す
る
中
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
想
い
や
行
動
を
肌
で

感
じ
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
、
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
４
か

月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

震
災
の
報
道
が
日
々
少
な
く
な
り
、

被
災
地
か
ら
遠
い
地
域
で
は
、
日
常

の
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
る
と
錯
覚
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
は
、
い
ま
だ

９
万
人
を
越
え
て
い
ま
す
。

　

約
７
千
人
も
の
行
方
不
明
者
の
捜

索
は
鈍
化
し
て
お
り
、
ま
だ
数
か
月

か
か
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
23
日
に
は
、
岩
手
県
で
東
日

本
大
震
災
の
余
震
と
み
ら
れ
る
強
い

地
震
が
あ
り
、
盛
岡
市
な
ど
で
震
度

５
弱
を
観
測
し
、
一
時
、
岩
手
県
沿

岸
に
津
波
注
意
報
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。　

　

余
震
の
不
安
や
不
便
な
避
難
生
活

が
続
く
現
地
を
支
え
よ
う
と
大
隅
半

島
で
構
成
さ
れ
る
復
興
支
援
チ
ー
ム

は
、
現
在
、
第
20
次
隊
を
派
遣
し
、

復
興
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

復
興
支
援
に
あ
た
っ
た
職
員
の
声

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

   

第
14
次
派
遣　
　
　

岩
切
雄
作
【
建
設
課
】

　
　
　
　
　
　
　
【
６
月
８
日
〜
６
月
15
日
】

　

震
災
か
ら
３
か
月
が
経
過
し
、
た
く
さ
ん

の
方
々
か
ら
の
支
援
物
資
の
お
か
げ
で
食
料

不
足
は
だ
い
ぶ
解
消
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
が
、
道
路
以
外
の
部
分
に
は
未
だ

瓦
礫
や
土
砂
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
て
、
人

手
不
足
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

被
災
者
の
方
々
に
は
私
達
に
対
し
て
明
る

く
接
し
て
い
た
だ
き
、
辛
い
様
子
を
見
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
無
理
を
し
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
被
災
者
の
方
々
の
心
の
ケ

ア
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。
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　いまだ多くのガレキが残る大船渡市内
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暑さをしのゴーヤ大作戦始動！

大隅半島４市５町による
　　　　　被災者受入支援策が決定しました

平成 23 年度　広報おおさき　7月号5

●対象者　
　青森、岩手、宮城、福島、茨城、栃木、千葉県など３月１１日以降に災害救助法が適用された市町村に居住して
いた者、また、福島原子力発電所の事故により、避難指示又は屋内避難指示の出されている地区に居住していた者で、
大崎町に居住する者。

●移動支援
１人あたり５０，０００円
（１回限り）
●当分の間の生活費
１人あたり５０，０００円
（１世帯あたり３００，０００円を上限）
●住宅支援
【町が管理している住宅】
　立小野住宅、文化通住宅、大崎第一中教頭住宅　計３戸
　提供期間は１年間、家賃無料　光熱水費は入居者負担
【民間住宅】
　空き家情報の提供　
　家賃助成（上限 30,000 円／月）１年間

●保育料
町内の保育所保育園に入園した場合は、１年間免除。
幼稚園は１年間補助。
●児童生徒の就学
就学援助費の適用等
●就労あっせん
㈱鹿児島鰻が数名の受け入れを表明（住宅有り）
●税金関係
税条例等に基づき減免
●その他
集落担当職員、民生委員による相談受付
【お問い合せ先】
大崎町役場　総務課　☎４７６－１１１１（２１０）

　東日本大震災により被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。
　大隅半島４市５町（鹿屋市、垂水市、志布志市、曽於市、南大隅町、錦江町、肝付町、東串良町、大崎町）
による復興支援チームでは、今回の震災で被災された方々の受け入れに際し、住宅、就労など生活全
般にわたって支援します。ご親戚、お友達、お知り合いなどで該当者がいらっしゃる場合は、お伝え
ください。支援策は市町村によって一部異なりますので、ご希望の市町村へお問い合わせください。

　

町
民
一
丸
と
な
っ
て
今
夏
を
乗
り
切
る

『
暑
さ
を
し
の
ゴ
ー
ヤ
大
作
戦
』
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
戦
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
電
力
需
要
が
高
ま
る
夏
場
に
電
力
不
足

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
で
窓
を
覆
い
、
室
内
温
度
の
上
昇
を
抑

え
、
節
電
に
取
り
組
も
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

６
月
８
日
（
水
）
に
、
役
場
庁
舎
窓
際

に
緑
の
カ
ー
テ
ン
用
の
ネ
ッ
ト
を
設
置

し
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
植
え
つ
け
ま
し
た
。

　

同
月
22
日
（
水
）
に
は
、
先
着
５
０
０

名
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ゴ
ー
ヤ
の
苗
と

ネ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
環
境
問
題
や
節
電
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
と
共
に
、『
で
き
る
こ
と
か

ら
』
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
東
日
本
へ
想
い
を

届
け
ま
し
ょ
う
。

﹇
住
民
環
境
課
﹈
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私たちの町の家計を公表します
平成22年度 一般会計歳出総額　62億1,433万1千円

　地方自治法第243条の３（水道企業については、地方公営企業法第40条の２）の規定及び大崎町
財政状況の公表に関する条例の定めにより、平成22年度の一般会計並びに特別会計の財政状況を次
のとおり公表します。
　これは、町民の皆さまに納めていただいた税金や国・県からの交付税等の収入及び支出の執行状況
を明らかにし、町の財政に対する理解を深めていただくために公表しているものです。

町税
11億5,222万5千円
17.4%

《町税の内訳》
町民税 4億7,171万2千円
固定資産税 5億7,429万1千円
軽自動車税 4,593万6千円
市町村たばこ税 6,028万6千円

歳入総額
65億9,701万1千円

歳出総額
62億1,433万1千円

総務費
8億1,875万1千円
13.2%

民生費
11億4,540万1千円
18.4%

衛生費
10億5,505万2千円
17.0%

農林水産業費
7億640万3千円
11.4%

商工費
1億1,300万6千円
1.8%

土木費
5億7,250万3千円
9.2%

教育費
5億2,282万9千円
8.4%

公債費
8億9,490万9千円
14.4%

その他
3億8,547万7千円
6.2%

その他
3億35万9千円
4.6%

地方交付税
28億5,831万3千円
43.3%

国県支出金
11億5,532万1千円
17.5%

町債
6億8,077万4千円
10.3%

地方譲与税等
2億9,405万4千円
4.5%

繰越金
1億2,952万8千円
2.0%

繰入金
2,643万7千円
0.4%

【
歳　

入
】

○
町
税

　

住
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

○
地
方
交
付
税

　

国
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・

消
費
税
・
た
ば
こ
税
）
と
し
て
集

め
ら
れ
た
税
源
の
う
ち
、
一
定
の

割
合
の
額
を
、
地
方
公
共
団
体
に

配
分
す
る
税
金

○
国
県
支
出
金

　

市
町
村
が
行
う
事
業
に
対
し
て

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

○
地
方
譲
与
税
等

　

地
方
譲
与
税
、
利
子
割
交
付
金
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税

交
付
金
、
地
方
特
例
交
付
金
な
ど

○
繰
入
金

　

特
別
会
計
や
基
金
な
ど
か
ら
の

収
入
金

○
繰
越
金

　

決
算
で
生
じ
た
剰
余
金

○
町
債

　

国
や
銀
行
か
ら
の
借
入
金

○
そ
の
他

　

特
定
の
事
業
で
利
益
を
受
け
た

人
か
ら
徴
収
し
た
お
金
（
分
担
金
、

負
担
金
、
使
用
料
、
手
数
料
、
財

産
収
入
、
諸
収
入
な
ど
）

【
歳　

出
】

○
総
務
費

　

庁
舎
な
ど
の
維
持
管
理
や
全
般

的
な
管
理
事
務
に
使
う
お
金

○
民
生
費

　

児
童
や
高
齢
者
な
ど
社
会
福
祉

の
た
め
に
使
う
お
金

○
衛
生
費

　

病
気
の
予
防
や
衛
生
的
な
生
活

環
境
を
保
持
す
る
た
め
に
使
う
お

金○
農
林
水
産
費

　

農
林
業
や
水
産
業
の
振
興
の
た

め
に
使
う
お
金

○
商
工
費

　

商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業
の

た
め
に
使
う
お
金

○
土
木
費

　

道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
に
使

う
お
金

○
教
育
費

　

学
校
教
育
や
社
会
教
育
な
ど
に

使
う
お
金

○
公
債
費

　

借
り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
お

金○
そ
の
他

　

議
会
費
、
災
害
復
旧
費
、
消
防

費
な
ど

用

語

解

説

歳入出差引額
3億8,268万円
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平成22年度　老人保健特別会計

平成22年度　後期高齢者医療特別会計

　平成22年度老人保健特別会計（医療事業）の収支状況は、下表のとおりです。

　平成22年度後期高齢者医療特別会計の収支状況は、下表のとおりです。

収　入

収　入

支　出
　

支　出
　

　（単位：千円）

　（単位：千円）

　（単位：千円）

　（単位：千円）

会 計 名 予算現額 構成比

一 般 会 計 64億7,069万4千円 60.70%

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 21億6,522万円 20.31%

老人保健特別会計 79万7千円 0.01%

介護保険事業特別会計 15億7,145万2千円 14.74%

公共下水道事業特別会計 2億1,490万5千円 2.02%

水 道 事 業 会 計 2億3,651万円 2.22%

合　　計 106億5,957万8千円 100%

区 分 予算現額 上半期収入済額 下半期収入済額 22年度収入済額 収入率（％）

支 払 基 金
交 付 金 6千 0 4千 4千 61.93 

国 庫 支 出 金 10万3千 0 10万3千 10万3千 100.14 

県 支 出 金 2万5千 0 2万6千 2万6千 103.15 

その他の収入 66万3千 60万8千 5万4千 66万2千 99.99 

合 計 79万7千 60万8千 18万7千 79万5千 99.83 

区 分 予算現額 上半期支出済額 下半期支出済額 22年度支出済額 支出率（％）

医 療 給 付 費 8千 7千 0 7千 99.79 

その他の支出 78万9千 0 78万8千 78万8千 99.82 

合 計 79万7千 7千 78万8千 79万5千 99.83 

区 分 予算現額 上半期支出済額 下半期支出済額 22年度支出済額 支出率（％）

後期高齢者医療
広域連合納付金 1億4,207万7千 3,586万 1億508万1千 1億4,094万1千 99.20 

その他の支出 30万 4万6千 2千 4万8千 15.97 

予 備 費 10万9千 0 0 0 0.00 

合 計 1億4,248万6千 3,590万6千 1億508万3千 1億4,098万9千 98.95 

区 分 予算現額 上半期収入済額 下半期収入済額 22年度収入済額 収入率（％）

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 6,931万4千 3,672万2千 3,486万3千 7,158万5千 103.28 

その他の収入 7,317万2千 378万 6,942万5千 7,320万5千 100.05 

合 計 1億4,248万6千 4,050万2千 1億428万8千 1億4,479万 101.62 

基金現在高 79億7,121万9千円

土 地 4,764,079.46㎡

建 物 85,461.60㎡

区 分 一　般　会　計

件 数 233件

現 在 高 80億5,852万2千円

一時借入金 0円

■一般会計・特別会計予算構成比（３月末現在） ■財産の状況（３月末現在）

▲学校情報通信技術環境整備事業で整備された
　デジタルテレビを利用した授業風景

■地方債残高（３月末現在）
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平成２２年度　国民健康保険事業特別会計

平成２２年度　介護保険事業特別会計

　平成２２年度国民健康保険特別会計の収支状況は、下表のとおりです。なお、月平均の保険給付費は、
１０４，３１３，５６１円でした。

　平成２２年度介護保険事業特別会計の収支状況は、下表のとおりです。なお、月平均の保険給付費は、
１億１，２６３万円でした。

収　入

収　入

支　出

支　出

　（単位：千円）

　（単位：千円）

　（単位：千円）

　（単位：千円）

区 分 予　算　現　額 上半期収入済額 下半期収入済額 ２２年度収入済額 収入率(%)

保 健 税 3億6,395万9千 1億8,156万 1億9,154万3千 3億7,310万3千 102.51

国 庫 支 出 金 6億5,740万 2億1,143万7千 4億9,377万 7億520万7千 107.27

療 養 給 付 費 交 付 金 4,756万3千 1,793万7千 3,785万8千 5,579万5千 117.31

前 期 高 齢 者 交 付 金 3億9,859万5千 1億6,608万3千 2億3,251万2千 3億9,859万5千 100.00

県 支 出 金 9,911万4千 3,993万7千 7,663万9千 1億1,657万6千 117.62

共 同 事 業 交 付 金 2億9,049万9千 1億860万1千 1億8,189万9千 2億9,050万 100.00

繰 入 金 2億1,941万2千 1億 1億941万3千 2億941万3千 95.44

繰 越 金 8,653万 8,653万1千 0 8,653万1千 100.00

そ の 他 の 収 入 214万8千 241万7千 78万 319万7千 148.82

合 計 21億6,522万 9億1,450万3千 13億2,441万4千 22億3,891万7千 103.40

区 分 予　算　現　額 上半期収入済額 下半期収入済額 ２２年度収入済額 収入率(%)

保 険 料 1億9,974万8千 1億314万2千 1億393万9千 2億708万1千 103.67

国 庫 支 出 金 3億5,810万2千 2億1,781万4千 2億1,572万3千 4億3,353万7千 121.07

支 払 基 金 交 付 金 4億769万6千 1億7,423万4千 2億3,468万 4億891万4千 100.30

県 支 出 金 2億1,416万5千 1億546万5千 1億3,530万5千 2億4,077万 112.42

繰 入 金 1億8,399万2千 325万4千 1億7,247万2千 1億7,572万6千 95.51

繰 越 金 2億772万3千 2億772万3千 0 2億772万3千 100.00

そ の 他 の 収 入 2万6千 12万8千 8万2千 21万 808.64

合 計 15億7,145万2千 8億1,176万 8億6,220万1千 16億7,396万1千 106.52

区 分 予　算　現　額 上半期支出済額 下半期支出済額 ２２年度支出済額 支出率(%)

総 務 費 105万9千 39万9千 46万9千 86万8千 82.02

保 険 給 付 費 14億7,742万 5億6,619万3千 7億8,536万7千 13億5,156万 91.48

地 域 支 援 事 業 費 1,701万4千 747万7千 871万9千 1,619万6千 95.19

財政安定化基金拠出金 845万5千 0 844万5千 844万5千 99.88

諸 支 出 金 6,630万4千 207万 6,365万2千 6,572万2千 99.12

そ の 他 の 支 出 120万 0 0 0 0.00

合 計 15億7,145万2千 5億7,613万9千 8億6,665万2千 14億4,279万1千 91.81

区 分 予　算　現　額 上半期支出済額 下半期支出済額 ２２年度支出済額 支出率(%)

総 務 費 533万1千 175万1千 336万6千 511万7千 95.98

療 養 給 付 費 12億5,900万 5億5,207万1千 6億9,969万2千 12億5,176万3千 99.43

療 養 費 1,120万 583万3千 437万2千 1,020万5千 91.12

高 額 療 養 費 1億6,939万 8,168万7千 8,714万1千 1億6,882万8千 99.67

葬 祭 諸 費 82万 42万 34万 76万 92.68

出 産 育 児 諸 費 841万2千 499万8千 337万8千 837万6千 99.57

審 査 支 払 手 数 料 474万6千 240万4千 229万6千 470万 99.04

後期高齢者支援金等 2億2,421万5千 9,342万6千 1億3,078万8千 2億2,421万4千 100.00

前期高齢者納付金等 38万9千 16万4千 22万4千 38万8千 99.76

老 人 保 健 拠 出 金 308万3千 129万7千 178万5千 308万2千 99.97

介 護 納 付 金 1億1,147万8千 4,645万5千 6,502万3千 1億1,147万8千 100.00

共 同 事 業 拠 出 金 3億2,275万 1億3,082万 1億9,192万8千 3億2,274万8千 100.00

保 健 事 業 費 1,711万2千 707万2千 948万7千 1,655万9千 96.77

公 債 費 30万 0 18万9千 18万9千 62.95

そ の 他 の 支 出 1,957万6千 848万3千 1,085万3千 1,933万6千 98.77

予 備 費 741万8千 0 0 0 0.00

合 計 21億6,522万 9億3,688万1千 12億1,086万2千 21億4,774万3千 99.19
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平成２２年度　公共下水道事業特別会計

平成２２年度　水道事業会計

　水道事業会計の状況を見ると、水道事業収益は、2億3,588万6,799

円（昨年度同期2億4,291万8,482円）で水道事業費用は1億9,829万

3,972円（昨年度同期2億358万8,969円）となっています。

　事業収益のうち給水収益は2億2,904万4,170円（昨年度同期2億

3,514万2,390円）で事業収益の97.1％を占めており、昨年度同期と比

べ609万8,220円（2.59％）減となっています。

収　入

水道事業会計　H22（税込み）

水道事業会計　H21（税込み）

支　出

　（単位：千円）

　（単位：千円）

　（単位：千円）

給水収益　2億2,904万4千円（税込み）

給水収益　2億3,514万2千円（税込み）

　（単位：千円）

区 分 予算現額 上半期収入済額 下半期収入済額 22年度収入済額 収入率(%)

分担金及び負担金 967万2千 672万 387万4千 1,059万4千 109.53 

使用料及び手数料 3,012万9千 1,509万9千 1,625万1千 3,135万 104.05 

繰 入 金 9,429万 7,000万 2,429万 9,429万 100.00 

繰 越 金 679万7千 679万7千 0 679万7千 100.00 

諸 収 入 1万7千 5千 18万4千 18万9千 1,111.76 

町 債 7,400万 0 7,400万 7,400万 100.00 

合 計 2億1,490万5千 9,862万1千 1億1,859万9千 2億1,722万 101.08 

区　　分 予算額 収支額 執行率(%)

収益的収支
事 業 収 益 2億3,651万 2億3,588万7千 99.74

事 業 費 用 2億1,519万7千 1億9,829万4千 92.15

資本的収支
資 本 的 収 入 906万9千 683万8千 75.40

資 本 的 支 出 1億3,877万2千 1億2,676万7千 91.35

区　　分 予算額 収支額 執行率(%)

収益的収支
事 業 収 益 2億3,839万9千 2億4,291万8千 101.90

事 業 費 用 2億1,939万9千 2億358万9千 92.79

資本的収支
資 本 的 収 入 535万5千 551万7千 103.03

資 本 的 支 出 1億332万6千 9,781万2千 94.66

区 　 　 　 分 予算現額 上半期支出済額 下半期支出済額 22年度支出済額 支出率(%)

下 水 道 総 務 費 2,425万4千 1,200万6千 1,119万4千 2,320万 95.65 

維 持 管 理 費 2,792万8千 527万6千 2,119万3千 2,646万9千 94.78 

公 債 費 1億6,172万3千 8,002万6千 8,169万5千 1億6,172万1千 100.00 

予 備 費 100万 0 0 0 0.00 

合 計 2億1,490万5千 9,730万8千 1億1,408万2千 2億1,139万 98.36 



3 自治公民館対抗ミニバレー大会！

フ ュニ ーォ スト
Photo news

１ 持留川堤防法面伐採ボランティア！
　６月４日（土）、大崎町建設同志会（岡留政志会長）

と大崎土木会（清水忠文会長）は、合同で持留川の河

川の堤防法面伐採ボランティアを開催しました。

　この日は、１６社から３８人が参加し、重機やダン

プを持ち寄り、持留川第２大橋から下流約６００ｍま

での区間の除草作業に汗を流しました。

１

１

３

３

３

２ 国道歩道路肩伐採ボランティア！
　６月１１日（土）、大崎町建設同志会（岡留政志会

長）は、国道２６９号線沿で歩道路肩の草木伐採ボラ

ンティアを実施しました。

　あいにくの天気のなか、１６社から１６人が参加し、

歩道約１６００ｍの雑草を刈り取りました。

　６月６日（月）～７日（火）【Ｂクラス】、１４日（火）
～１５日（水）【Ａクラス】の両期間、町総合体育館に

おいて第 25回自治公民館対抗ミニバレーボール大会

が開催されました。

　大会は、男女各Ａ・Ｂクラスに組分けされ、合計で

28チームが参加しました。

　各クラスともに白熱した試合が展開され、参加者相

互の交流も図られました。

【各クラスの優勝チーム】

Ａクラス男子の部　上仮宿集落

Ａクラス女子の部　地応寺集落

Ｂクラス男子の部　栗ノ峰集落

Ｂクラス女子の部　町西＆町東集落

２

Ａ
ク
ラ
ス
男
子
の
部　

　
　
　

上
仮
宿
集
落

Ａ
ク
ラ
ス
女
子
の
部　

　
　
　

地
応
寺
集
落
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写 るみ 大真 崎で

５ ドッジボール選手権鹿児島県大会！
　６月１８日（土）町総合体育館において南九州４

県対抗ドッジボール選手権鹿児島県大会が開催され

ました。

　大会には、県内から１７チームが参加しました。

　優勝は、霧島市から参加した国分西スポーティー

ズでした。上位６チームが８月に熊本県で開催され

る九州大会へ出場します。　

４ 関西かごしまファンデー！
　６月１９日（日）、大阪市の京セラドーム大阪で『関
西かごしまファンデー』が開催されました。

　今回で７回目を迎えたファンデーには、関西在住の県

出身者の方々や『かごしまファン』の皆様が多数参加し

大変にぎわいました。

　特に今年は、九州新幹線全線開通の年でもあり、県内

自治体や企業から、自慢の特産品などが出品され、観光

と合わせてかごしまをＰＲしました。

　本町からも冨士屋製菓（有）の飴をはじめとする物産

品や農産物を多数出品しました。

　また、ファンデーに合わせて会場を同窓会の集合地と

している方々も多く、大崎中出身者の昭和４０年会（代

表：東牧清美さん）が場内で同窓会を開催していました。

　近畿大崎会の皆様には、総合案内所でお手伝いをいた

だくなど、懐かしい出会いもあり郷土愛に包まれた一日

となりました。

６ サラブレッド１歳馬競り市！
　6月２０日 ( 月 )、ＪＢＢＡ九州種馬場（本町
野方）におきまして『九州1歳市場』(サラブレッ
ド1歳 )が開催されました。
　上場頭数は 2８頭（牡１８・牝１０)、売却頭
数は１０頭でした。
　最高価格馬は父サイレントハンター、母キサス
キサスキサスの牡馬で、2,100,000 円でした。

６

６

５

４

４

４

昭和 40年会のみなさん

近畿大崎会のみなさん
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職場体験で野方観光ポスター　　
　　を制作！大崎第一中学校

▲ 野方地区の見所をまとめた野方観光マップを
もとに発表してくれました。

　５月 31日（火）～６月２日（木）の３日間、大崎第
一中学校生徒４名が職場体験に役場を訪れました。

　役場内の様々な仕事を体験してもらうために、今回は

『広報のしごと』と題して、広報誌の目的や制作方法を

説明しました。

　生徒たちは、普段生活している野方地区をＰＲしよう

と、代表する観光スポットの写真撮影や取材を行い、ポ

スターにまとめました。

　完成したの野方観光マップは、役場ロビーに展示して

ありますので、ぜひご覧ください。

環境について学ぶ！

　野方女性講座では、6月１０日（金）にかごしま環境

未来館相談員の塩川哲郎氏を講師に招き、野方農村環

境改善センターにおいて『環境学習会』を開催しました。

　講座生や一般住民２０人は、『地球温暖化問題』など

ついて学びました。

　塩川先生は、フロンガスによるオゾン層の破壊や紫

外線による害などの世界規模でおこっている環境破壊

について実情を説明後、世界と日本での環境意識の違

いや、日常で私たちにも出来る地球にやさしい生き方

などの術を自身の経験を交えてお話いただきました。

▲ 講座生は、まずは家庭で節電に取り組もうと熱心
に学習していました。

野方女性講座

▲ 写真左から、大崎ものづくりネットワーク振興会
長、大崎町長、鹿児島大学長、大隅地域振興局長

産官学連携に更なる期待！
　鹿児島大学大崎活性化センター

　６月２４日（金）オープンした大崎ものづくり
会館内に同日開所した鹿児島大学大崎活性化セン
ターの設置に関しまして、本町と鹿児島大学の間で
協定書及び覚書の調印式を行いました。
　調印式は、大崎ものづくりネットワーク振興会の
上中誠会長と田中和彦大隅地域振興局長立会のも
と、執り行われました。
　同センターでは、学習セミナーや共同研究が行わ
れ、会館を拠点にした産学官連携活動の更なる充実
に期待が寄せられます。

タウントピックス
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▲ 回帰を願って約４０００匹のウナギを海へ
　放ちました。

▲ 小能橋のふもとにある田の神どん

▲ポンプろ化機の改修で昨年までの水の濁りが
　改善されました。

 町営プール
　リニューアルオープン！

ナニコレ珍百景

　６月１６日（木）、菱田川河口でウナギの放流が
行われました。

　放流は、町内養鰻業者の㈱鹿児島鰻と大崎、有明、

垂水の種苗採捕組合が合同で実施したものです。

　この日集まった組合員３０人は、３年～４年もの

の成魚３トン、約４千匹を波打ち際に放ちました。

　㈱鹿児島鰻では、10 年以上放流に取り組んでお

り、斎藤雅之社長は「またこの海に戻ってきてほし

い」と回帰を願いました。

回帰を願って！
　　ウナギ３トンを放流

　テレビ朝日の人気番組『ナニコレ珍百景』に小能集

落にある田の神どんが紹介されました。

　その内容は、田の神どんが、道路にいきなり現われ

るミステリー珍百景というもの。

　全国各地に点在されると思われがちな田の神どんは、

鹿児島県本土と宮崎県諸県地方にしか見られない貴重

な民俗文化財だそうです。

　珍百景とはなりませんでしたが、今日も田の神どん

は、優しい顔で稲の生育を見守っていてくださってい

ます。

小能集落の田の神どん

タウントピックス

　７月１日（金）、くにの松原内にある町営プールが
ポンプろ化機の改修を行い、リニューアルオープン

しました。

　町営プールには、50メートルの大プール、小さな

滑り台がある小プール、幼児用のプールの計 3つの

プールとウォータースライダーがあります。

　真っ黒に日焼けした子供たちが水しぶきと歓声を

あげて元気に泳ぐ姿は、まさに夏の風物詩ですね。

　みなさまも、ぜひご来場ください。
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  高額医療・高額介護合算制度とは

大崎町の介護保険事業の報告

◆高額医療・高額介護合算制度について

介護保険事業の実績についての報告（利用者の１割負担を除いた大崎町の支払い分）
第1号被保険者（６５歳以上の人） ４，７０９人 平成２３年４月末日

現在要介護（支援）認定者 　　８６４人

給
付
実
績

在宅介護サービス費  ３５，４７６，９７４円

平成２３年３月の
給付実績

施設介護サービス費  ４９，５５７，３５９円
その他（介護予防サービス費も含む）  ２６，２４７，１８１円

介護サービス費　　　合計 １１１，２８１，５１４円

区　　　分 診　療　年　月
国民健康保険

一　　般　　分 退　職　者　分 合　　　　　計

被保険者数
平成 23 年   2 月 4,783 人 278 人 5,061 人
平成 22 年   2 月 5,049 人 226 人 5,275 人

医療費総額
平成 23 年   2 月 127,326,124 円 6,204,588 円 133,530,712 円
平成 22 年   2 月 129,588,634 円 3,316,592 円 132,905,226 円

一 人 当 た り
医 療 費

平成 23 年   2 月 26,621 円 22,319 円 26,384 円
平成 22 年   2 月 25,666 円 14,675 円 25,195 円

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

介護介護

国保国保

問

問
大崎町の医療費

保健福祉課　国民健康保険係　☎ 476-1111（135）

　医療保険には『高額療養費』、介護保険には『高額介護サービス費』という

費用負担の軽減制度がありますが、両方を合わせると負担が高額になってしま

うケースも多いため、医療保険と介護保険の自己負担を合算して年間の限度額

を超えた場合には、申請すると『高額医療合算介護サービス費』として、超え

た分が支給されます。該当される方には申請の勧奨通知が届きますので、役場

国民健康保険係で申請をしてください。

　今年度は、第４期事業計画の最終年度となるため、現在、平成２４年度から平成２６年度までの３年間にお

ける第５期事業計画の策定をするための準備を進めているところです。

　つきましては、事業計画を策定するにあたり様々な意向を考慮するため、今後３年間で町内に介護保険サー

ビス事業所の新規開設及び増床を希望される場合は、役場介護保険係に要望書を提出してください。

　なお、施設設置は、計画策定に伴う介護保険料の算定にも影響があるため、計画策定委員会においてサービ

ス見込み量を慎重に検討したうえで計画するものであり、要望される施設が全て計画に見込まれるわけではあ

りませんので、ご了承ください。

○提出期限　平成２３年９月２０日（要望書様式は役場介護保険係窓口にあります。）

第５期介護保険事業計画の策定に係る施設設置希望について

みんなで支える介護保険　No103
保健福祉課　介護保険係　☎ 476-1111（136）
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ホットライン

国保国保

住民住民

問

国民健康保険証及び後期高齢者医療保険証の更新について

①切り替える保険証は？

②どうやって保険証をもらうの？

③今月までの保険証はどうするの

④新しい保険証の有効期限は？

・ 自治公民館に加入されている方は、公民館長

さんを通じてお配りします。

　※ 自治公民館に加入されていない方は、役場

及び支所の窓口で交付します。

●国民健康被保険者証●国民健康保険退職被保険者証●後期高齢者医療被保険者証

・ 新しい保険証の有効期限は、平成２４年７月

３１日までとなります。ただし次の方につき

ましては有効期限が異なっております。

 　国民健康保険証及び後期高齢者医療保険証の更新について
　現在、交付している『国民健康保険証』と『後期高齢者医療保険証』の有効期限は、

平成２３年７月３１日までとなっています。

・ 今月までの保険証については、回収しません

ので８月以降にはさみを入れるなどして、処

分をお願いします。

■退職被保険者証をお持ちの方で

　　　　　　６５歳に到達する方　⇒誕生月まで

■７０歳に到達する方　　　　　　⇒誕生月まで

■７０歳から７４歳までの方　　　⇒平成２４年３月３１日まで

■７５歳に到達する方　　　　　　⇒誕生日の前日まで

住民環境課　戸籍係　☎ 476-1111（122）問
東日本大震災により避難されている皆様へ

東日本大震災により避難されている皆様へのお願い

避難先をお知らせください。
避難先の市町村へ、ご自身の情報をご提供ください。
　　　避難前にお住まいの県や市区町村から、
　　　　様々なお知らせをお届けできます。

提供していただく情報

避難先市町村へ情報提供

●氏名　●生年月日
●性別　●避難前の住所
●避難先
　（避難所、個人宅などの情報）

避難されている皆様が受けられる情報

● 税や保険料の減免、猶予、期限延長などの

お知らせ

●見舞金などの各種給付のご連絡

●国民健康保険証の再発行のお知らせ

　　　　　　　　　　　　　　　など

　個人宅など、避難所以外の場所に避難されている方々へもお知らせする必要があるため、お知り合いなどを

通じて広くお伝えしていただくよう、ご協力ください。

保健福祉課　国民健康保険係　☎ 476-1111（135）
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まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

環境環境 問

 大崎町では、地球温暖化防止を推進するために、
住宅用太陽光発電システムを設置される町民の方
に補助金を交付いたします。

　社団法人太陽光発電協会『太陽光発電普及拡大センター』が実施する『住宅用太陽光発電導入対策補助

金』の対象となる太陽光発電システムです。

①対象システムは？

　社団法人太陽光発電協会『太陽光発電普及拡大セン

ター』に、補助金交付を申請します。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　↓

　社団法人太陽光発電協会『太陽光発電普及拡大セン

ター』からの、補助金申込受理決定通知書（平成23年

4月1日以降に交付されたもの）を受領後に、発電シス

テムを設置します。

　　　　　　　　　　　　↓

　発電システムを設置後、社団法人太陽光発電協会

『太陽光発電普及拡大センター』へ実績を報告しま

す。

　　　　　　　　　　　　↓

　社団法人太陽光発電協会『太陽光発電普及拡大セン

ター』から、補助金交付決定通知書を受領します。

　自ら居住する町内の既存住宅及び新築住宅（店舗などの併用住宅を含みます。）に、発電システムを設

置済みの建売住宅を購入した個人の方で、下記の要件を満たす場合に限ります。

　① 　社団法人太陽光発電協会『太陽光発電普及拡大センター』が実施する発電システムの設置費補助に

応募し、住宅用太陽光発電に係る補助金の『補助金申込受理決定通知書』を受理した方。

　（ただし、補助金申込受理決定通知書の交付日が平成23年4月1日以降に交付されたものに限ります。）

　②　町税を滞納していない方が対象です。

③補助の金額は？

大崎町役場　住民環境課　環境対策係まで

　太陽光モジュール1キロワット
あたり3万円です。
（限度額は、12万円です。）

④町へ申請する前の手続きは？

⑤申請方法、ご不明な点は？

②補助対象者は？

住民環境課　環境対策係　☎ 476-1111（127・128）
住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金について
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ホットライン

年金年金

図書図書

問
国民年金保険料の免除申請について

住民環境課　住民年金係　☎ 476-1111（205）

■所得の少ない方や、経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な方。

　本人の申請により保険料の納付が免除・猶予となる『保険料免除制度』や『若年者（３０歳未満）納付猶予制

度』があります。　

■保険料の免除や猶予等を受けず、保険料を納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生した
場合。

　障害基礎年金・遺族基礎年金が受けられない場合や、年金を受け取るための受給資格期間にも影響してきます。

■平成２３年度の免除等の受付・申請について

①受付：平成２３年７月１日から開始

②申請できる期間：平成２３年７月～平成２４年６月分まで

③審査に必要なもの

　本人・配偶者・世帯主等の前年度所得（平成２２年度中の所得）

※申請は、原則として毎年度必要です。ただし、平成２３年７月に申請する場合は、平成２２年７月から平成２３

年６月分までの期間（前１年間分）についても申請することができます。７月に前１年間分の免除等を申請される

場合は、申請書が２枚必要となります。

※失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前年の所得に関係なく免除される特例もあり

ますのでご相談ください。

町立図書館の祝日開館について
問 社会教育課　図書係　☎ 476-1111（430）

　図書館では、利用者サービス向上に向けて、祝日開館を下記のとおり計画しましたのでお知らせします。

　●　７月１８日・・・海の日
　●　９月１９日・・・敬老の日
　●１０月１０日・・・体育の日
　●１１月　３日・・・文化の日
　●１１月２３日・・・勤労感謝の日

下記祝日は、午前 9時から午後 5時まで開館いたします。

　町立図書館の祝日開館についてお知らせします。

免除申請はお済みですか。

　最近『読書離れ』『活字離れ』という言葉をよく聞きます。
　このような活字離れからくる日本人の言語能力の低下、勉学意欲の減退
などが社会問題となっているようです。
　町立図書館には、約６万冊の本を所蔵しており、様々なジャンルの中か
らお好きな本を自由に手にとって、読むことができます。
　皆様のご利用をお待ちしています。

●１２月２３日・・・天皇誕生日
●　１月　９日・・・成人の日
●　２月１１日・・・建国記念日
●　３月２０日・・・春分の日

本を読もう！
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まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

平成２３年度自衛官募集案内について
総務課　消防交通係　☎ 476-1111（214）

　　　　　　平成２３年度　自衛官募集案内

【お問い合わせ先】
　自衛隊鹿児島地方協力本部大隅地域事務所　　大崎町役場　総務課　消防交通係 
　℡０９９－４８２－１４０５  　　℡０９９－４７６－１１１１（内線２１４） 
    　募集コ－ルセンタ－（受付時間 12：00 ～ 20：00）    
　フリ－ダイヤル　０１２０－０６３７９２    
　ナビダイヤル（携帯電話はこちらから　有料）　０５７０－０４５８１８    
　自衛官募集ホームページ    
    http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/    

　募集相談員    
　　岡留　　優（大崎校区）　　TEL ４７６－４６４６    
　　豊重　正幸（野方校区）　　TEL ４７８－２３５５    
　　領家　公生（菱田校区）　　TEL ４７７－１３５２

募　集　種　目 資　　格 受付期間 試験期日

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満の者 8月  1 日～  9 月  9 日 1 次　 9 月 17 日
2次   10 月   9 日～ 12 日

自衛官候補生
男子

18 歳以上 27 歳未満の者 8月  1 日～ 9 月   9 日
             9 月 17 日

女子              9 月 25 日

航　空　学　生 高卒（見込含）21 歳未満の者 8月  1 日～  9 月   9 日
1 次 　9 月 23 日
2次   10 月 15 日～ 20 日
3次   11 月 12 日～ 12 月 15 日

看　護　学　生 高卒（見込含）24 歳未満の者 9月  5 日～  9 月 30 日 1次   10 月 22 日
2次   11 月 19 日・20 日

防衛大学校学生

推薦

高卒（見込含）21 歳未満の者

9月  5 日～  9 月   8 日              9 月 24 日・25 日

一般   9 月  5 日～  9 月 30 日 1次   11 月   5 日・   6 日
2 次   12 月 13 日～ 17 日

防衛医科大学校学生 高卒（見込含）21 歳未満の者 9月  5 日～  9 月 30 日 1 次　10 月 29 日・30 日
2次　12 月   7 日～   9 日

平成２３年度大崎町職員採用初級試験の実施について　
問

　大崎町では、平成２３年度の職員採用初級試験を実施いたします。

　試験の詳細につきましては、総務課、野方支所に準備してあります『大崎町職員採用初級試験案内』をご確認

ください。

   ＊１次試験の日時及び場所

　　　　　　日　　時　平成２３年９月１８日（日）　午前９時（午前８時３０分集合）

　　　　　　場　　所　大崎町中央公民館　第一会議室

　＊申し込み受付期間　平成２３年７月1日（金）～平成２３年８月１８日（木）

　　※郵送の場合は、８月１８日（木）の消印まで有効

総務課　人事電算係　☎ 476-1111（210）

大崎町職員採用初級試験を実施します。

問

総務総務

総務総務
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ホットライン

農政農政

　農業機械を使用するときは、次のことに注意しましょう。

①ゆとりをもって無理のない作業を行いましょう。

②機械の点検・整備と作業場所の点検を行った上で、作業を行いましょう。

③ほ場への出入りや、ほ場の段差に十分注意して、機械の転落・転倒事故防止に努めましょう。

④一般道路を走行する際は、他の車両に十分注意しましょう。

⑤一人での農作業はできる限り行わないようにしましょう。

⑥農作業中の災害に備え、労災保険などに加入しましょう。

農業振興センターからのお知らせ
農業振興センター　☎ 476-1111（農政係 162 畜産係 165）問

平成２３年度　家畜予防注射の料金について【畜産係】

平成２３年６月分　子牛セリ市成績表（町内分）【畜産係】

７月の子牛セリ市は、７月２５日（月）から７月２７日（水）までの３日間です。

最高価格（　血　統　） 平均価格 前月比

雌 ５９７，０００円（安福久×金幸×平茂勝） ３２７，８０３円 －５５，３５０円

去勢 ６００，０００円（鉄平×金幸×平茂勝） ４５８，９４９円 －４０，３３０円

全体 ※ 価格はセリ価格（消費税抜き）です。 ３７３，５５３円 －７，９１３円

農作業中の農業機械による事故防止について【農政係】

農薬散布については細心の注意を！【農政係】
　農薬散布にあたっては風向きや周囲の状況を把握すると共に、隣接者との意思疎通を図りながら細心の注意

を心がけましょう。

　なお、農薬の使用にあたっては、ラベルに記載されている適用作物、使用時期、使用方法などを確認し、誤

使用にも十分気をつけましょう。

予防注射名 注射料金 予防注射名 注射料金

牛五種混合 １，５００円　　 牛異常産三種混合 １，２５０円　　

牛ヘモフィルス ８７０円　　 オーエスキー
( ベゴニア ) ２４０円　　

牛炭そ ４２０円　　 オーエスキー
( フォルテ ) ２３５円　　

　平成２３年度の家畜予防注射料金は、下記のとおりとなります。

※注射料金は、いずれも１頭あたりの料金です。
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まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

地デジの準備はお済ですか。
問 デジサポ鹿児島　☎ 099-812-8001

これまでのアナログ放送は
７月２４日７月２４日から
見られなくなります

社会生活基本調査について
問 企画調整課　広報統計係　☎ 476-1111(222)

　総務省統計局と鹿児島県では、１０月２０日現在で社会生活基本調査を実施します。
　この調査は、わたしたちが日々どのくらいの時間を仕事や学業、家事に費やしているかや、過去一年間の自由時
間にどのような活動を行ったかについて調査します。
　調査結果は、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進や少子高齢化対策、男女共同参画社会の形
成のほか、ボランティア活動の状況の把握など、国や地方公共団体におけるさまざまな行政施策の立案等に用いる
基礎資料として利用されます。
　調査する地域は、全国から統計理論に基づき無作為に選ばれます。お住まいの地域が調査対象となりました場合は、
地域の世帯の確認のため、８月から９月にかけて、調査員が皆さまのお宅に訪問いたします。
　社会生活基本調査により集められた情報は、『統計法』という法律により厳重に保護されますので、安心してあり
のままをお答えください。

 ※統計調査の広報媒体等における表現について
　２２年度から国において、法令上『報告義務』が定められ
ている基幹統計調査において関係書類や広報媒体等で『任意
の協力』との誤解を招くおそれのある表現はしないこととし
て、『協力』との表現はしないこととされています。

地デジ詐欺にご注意ください！

地
デ
ジ
詐
欺
っ
て
ど
ん
な

詐
欺
？

　

テ
レ
ビ
の
調
査
会
社
や
ア
ン

テ
ナ
工
事
業
者
を
装
っ
て
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る

た
め
の
費
用
を
不
正
に
請
求
し

た
り
工
事
の
勧
誘
を
行
う
悪
質

商
法
で
す
。

（
※
行
政
機
関
や
放
送
局
が
お

金
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
）

お問い合わせ

総務省テレビ受信者支援センター
デジサポ鹿児島

０９９－８１２－８００１
おかけ間違いにはご注意願います。

　総務省が地上デジタル放送の周

知・広報、きめ細やかな相談を行

うために設立した組織です。地デ

ジにするための様々な支援を行っ

ています。

　受信相談や戸別訪問など地デジ

に関する問い合わせは、左記のデ

ジサポ鹿児島までご連絡ください。

デジサポとは？

地デジ地デジ

企画企画

本町の調査地区は、永吉地区です。
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ホットライン

平成２３度蘇州号ツアー募集について
企画調整課　企画政策係　☎ 476-1111（222）問企画企画

　志布志港国際航路利用促進協議会では、大隅地域の物流・交流拠点となっている志布志港、及び上海フェリー『蘇

州号』の利用促進を図るため、旅行費用の一部を助成する上海フェリー『蘇州号』助成ツアーの参加者を募集し

ます。

　今年は、今なお経済発展を続ける《上海》、東洋のベニスとして

名高い水の都《蘇州》、琵琶湖の３．５倍の広さを有する太湖で有名

な《無錫》の中国江南地方の３都市を回ります。

　蘇州号は、今年を最後に志布志港の寄港を休止することになりま

した。この機会にまだ乗船されていない方は、参加してみてはいか

かでしょうか。

１　募集定員　５０人（先着順）

　　　　　　　　

２　参加費用（個人負担金）

　　　４９，８００円（船室が１等＝４人部屋）

　　　６３，８００円（船室が特別室＝２人部屋）

　　　※手数料等が別途必要になります。

　　　※現地ホテルは、いずれも２人部屋が基本です。

３　旅行日程　平成２３年１０月２９日（土）～ １１月２日（水）　４泊５日

　　　　　　　　　※ 全食事付き、観光付き、３つ星以上のホテル利用

４　応募締切　平成２３年９月２日（金）

５　応募先（どちらでも応募できます）

　㈱ＪＴＢ九州鹿児島支店　　　ＴＥＬ　０９９－２２６－１５１５

　㈱ＣＴＤ旅行部　　　　　　　ＴＥＬ　０９９－２５８－４６４９

行　　程 宿泊

　１０月２９日（土） 志布志港集合
志布志港発（８：３０～） 船中

　１０月３０日（日） 上海港着（１５：００）～　蘇州着（１８：００） 蘇州

　１０月３１日（月） 蘇州市内観光～無錫着（１４：３０） 無錫

　１１月　１日（火） 無錫発（９：００）～　上海着（１２：３０） 上海

　１１月　２日（水）
直行便で鹿児島空港へ
鹿児島空港着（１３：３０）
※バスで志布志港へ（１５：３０） －
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の
場
に
つ
く
こ
と
を
目
標
に

作
業
支
援
、
生
活
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
家
庭
か
ら
通

い
な
が
ら
、
自
立
を
目
指
す
障

害
者
就
労
支
援
施
設
『
セ
ル
プ

あ
い
せ
い
』、
作
業
能
力
は
あ

る
も
の
の
、
対
人
関
係
、
健
康

管
理
、
金
銭
管
理
な
ど
で
一

般
企
業
に
就
労
で
き
な
い
方
の

た
め
の
障
害
者
就
労
支
援
施
設

『
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
愛
生
』、
志
布

志
市
に
は
、
自
宅
か
ら
の
通
所

で
訓
練
が
で
き
る
障
害
者
就
労

支
援
施
設
『
セ
ル
プ
し
ぶ
し
』

な
ど
五
か
所
の
施
設
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

家
庭
的
な
雰
囲
気
を
保
ち
な

が
ら
日
常
生
活
に
必
要
な
支
援

と
病
院
内
の
清
掃
作
業
や
農
芸

作
業
、
紙
袋
組
立
作
業
な
ど
の

会
社
訪
問

地
域
と
共
に
歩
む
施
設
づ
く
り

大
崎
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
振
興
会
員

突撃

▲ワークランド愛生

社会福祉法人　愛生会 　

大
崎
町
菱
田
に
あ
り
ま
す
、

社
会
福
祉
法
人
愛
生
会
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

愛
生
会
の
設
立
は
、
昭
和
47

年
12
月
に
厚
生
大
臣
の
認
可
を

受
け
、
障
害
者
更
正
施
設
恵
誠

園
を
開
園
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
地
域
の
皆
様
の
強
い
要

望
に
よ
り
、
授
産
施
設
あ
い
の

さ
と
を
開
園
し
、
さ
ら
に
、
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
々
の
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
、
障

が
い
者
の
方
々
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
就
労
の
場
で
あ
る
福

祉
工
場
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
愛
生
、

平
成
12
年
４
月
に
は
、
通
所
授

産
施
設
、
セ
ル
プ
あ
い
せ
い
を

訓
練
を
通
し
て
就
業
能
力
を

体
得
す
る
な
ど
、
利
用
者
の

能
力
や
人
間
性
に
応
じ
た
支

援
を
心
が
け
『
自
立
』『
社

会
復
帰
』
へ
の
道
が
一
日
も

早
か
ら
ん
こ
と
の
願
い
を
こ

め
て
、
障
が
い
者
福
祉
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

事業内容
○障害者就労支援施設の運営
○障害者支援施設の運営　
○グループホームの運営
設　　立　昭和４７年１２月
代 表 者　理事長　新平金道
従業員数　１０７名

▲障害者支援施設　あいのさと

▲愛生会で作成されている紙袋 ▲愛生会で作成されている茶箱

22平成 23 年度　広報おおさき　7月号



　

天て
ん
ぶ
ん文

22
年
（
１
５
５
３
年
）
日

向
の
伊い
と
う
よ
し
す
け

東
義
祐
が
、
飫
肥
の
島
津

忠た
だ
ち
か親
（
豊ぶ
し
ゅ
う州
島
津
家
第
５
代
当
主
）

を
攻
め
る
と
、
こ
れ
に
応
ず
る
か

の
よ
う
に
、
高
山
城
主
肝き
も
つ
き
か
ね
つ
ぐ

付
兼
続

は
忠
親
の
属
城
で
あ
る
志
布
志
城

を
攻
め
た
。
こ
の
年
、
肝
付
兼
続

は
嫡
男
の
良よ
し
か
ね兼
に
家
督
を
譲
っ
て

隠
居
し
た
も
の
の
、
実
権
は
握
り

続
け
て
い
た
。

　

天
文
23
年
（
１
５
５
４
年
）
８

月
18
日
、
志
布
志
城
を
守
っ
て
い

た
甑こ
し
き
た
け
き
よ

武
清
が
肝
付
氏
の
属
城
で
あ

る
竜
相
城
に
報
復
攻
撃
を
仕
掛
け

て
き
た
。
こ
の
時
、
竜
相
城
を
守
っ

て
い
た
の
は
薬や
く
ま
る
だ
ん
じ
ょ
う
か
ね
も
ち

丸
弾
正
兼
持
と
い

う
若
い
武
将
で
あ
っ
た
。

　

薬
丸
家
は
、
も
と
も
と
肝
付
氏

の
分
家
で
あ
り
、
代
々
肝
付
家
の

家
老
を
努
め
て
い
た
。
ま
た
肝

付
家
伝
の
剣
法
「
野の

だ

ち

太
刀
」（
＝

「
薬や
く
ま
る
じ
げ
ん
り
ゅ
う

丸
自
顕
流
」
の
源
流
と
さ
れ
る
）

歴
史
を
歩
く
⑳

『
戦
国
時
代
の
群
像

　

〜
第
五
話　

新に
い
ろ
し

納
氏
と
豊ぶ

し
ゅ
う州

島
津
氏
と
の
対
立
〜
』

を
伝
え
て
い
た
。
薬
丸
兼
持
の
父
は

薬や
く
ま
る
か
ね
ま
さ

丸
兼
将
、
ま
た
の
名
を
薬
丸
孤こ
う
ん雲

（
湖
雲
）
と
言
い
、
戦
国
期
屈
指
の

名
将
で
あ
っ
た
。
ま
た
兼
持
の
子

薬や
く
ま
る
か
ね
し
げ

丸
兼
成
は
、
野
太
刀
の
使
い
手
と

し
て
名
高
く
、
後
に
示じ
げ
ん
り
ゅ
う

現
流
の
開
祖

と
な
る
東と
う
ご
う
ち
ゅ
う
い

郷
重
位
が
初う
い
じ
ん陣
の
時
に
、

彼
の
介か
い
ぞ
え添
え
役
を
務
め
て
い
る
。

ち
な
み
に
救
仁
郷
断
二
著
『
大
崎
町

史
』
で
は
、
薬
丸
弾
正
「
兼
将
」
と

し
て
い
る
が
、薬
丸
弾
正
は
「
兼
将
」

と
し
て
、
父
を
「
兼
郷
」
と
す
る
説

も
存
在
す
る
。

　

甑
清
武
の
天
文
23
年
（
１
５
５
４

年
）
の
竜
相
城
襲
撃
で
は
、
薬
丸
兼

持
は
城
外
に
出
て
こ
れ
を
迎
え
撃

ち
、
撃
退
に
成
功
し
た
が
、
２
年
後

の
弘こ
う
じ治
２
年
（
１
５
５
６
年
）
８
月

17
日
、島
津
忠
親
は
大
群
を
率
い
て
、

再
び
攻
め
寄
せ
て
き
た
。
当
時
海
上

交
易
の
要
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
大
崎

の
地
を
手
中
に
置
く
こ
と
は
、
肝
付

氏
に
と
っ
て
も
、
豊
州
島
津
氏
に

と
っ
て
も
大
隅
半
島
に
お
け
る
覇
権

を
獲
得
す
る
の
に
不
可
欠
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
重
要
な
竜
相

城
の
地じ
と
う頭
に
就
い
た
薬
丸
兼
持
も
ま

た
、
若
き
武
将
で
あ
り
な
が
ら
父
親

ゆ
ず
り
の
名
将
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　

戦
ヶ
島
の
戦
い
は
凄せ
い
さ
ん惨
を
極
め

た
。
肝
付
方
は
一
旦
益
丸
一
帯
で
島

津
氏
の
大
群
を
迎
え
撃
っ
た
。
こ
の

時
薬
丸
兼
持
は
、
島
津
方
の
武
将

大お
お
の
で
わ
の
か
み

野
出
羽
守
と
一
騎
打
ち
を
挑
ん
だ

と
『
大
崎
名
勝
誌
』
に
記
さ
れ
て
い

る
。

　

大
野
出
羽
守
に
つ
い
て
は
、
不

明
な
点
が
あ
っ
て
、
彼
は
天
文
15

年
（
１
５
４
６
年
）
か
ら
肝
付
領

と
な
っ
た
蓬
原
の
地
頭
で
あ
る
。

「
蓬ふ
つ
は
ら
と
じ
ょ
う
し
じ
ゅ
う
ゆ
い
し
ょ
お
ぼ
え

原
外
城
始
終
由
緒
覚
」
に
も
、

天
文
18
年
（
１
５
４
９
年
）
の
記
録

で
蓬
原
地
頭
と
し
て
大
野
出
羽
守
の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記

録
か
ら
、
天
文
18
年
に
は
少
な
く
と

も
、
大
野
出
羽
守
は
肝
付
の
配
下
に

あ
っ
た
よ
う
に
も
受
け
止
め
ら
れ
る

が
、
そ
も
そ
も
大
野
出
羽
守
が
島
津

一
族
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
含
め
、
検

証
の
余
地
が
あ
る
。

　

薬
丸
兼
持
は
、
こ
の
時
の
戦
で
戦

死
し
た
。
享
年
22
才
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
彼
の
も
の
と
伝
わ
る

墓
は
、
今
も
後
迫
集
落
に
あ
る
墓
地

の
一
角
に
残
っ
て
い
る
。
一
方
、
大

野
出
羽
守
は
兼
持
の
一
騎
打
ち
で
瀕

死
の
傷
を
受
け
、
下
益
丸
で
自
害
し

て
果
て
た
と
い
う
。
彼
の
墓
は
現
在

も
地
元
の
方
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
戦
い
で
肝
付
方
は
約
３
０
０

名
以
上
が
戦
死
し
、
島
津
方
も
５
０

名
以
上
の
死
者
を
出
し
た
。
戦
死
者

に
よ
っ
て
わ
た
う
ち
川
（
田
原
川
下

流
域
）
は
、
鮮
血
に
染
ま
り
、
遺
体

で
川
が
堰せ

き
止
っ
た
と
言
う
。

　

結
局
、
薬
丸
兼
持
率
い
る
肝
付
軍

の
命
を
賭
け
た
迎
撃
に
よ
っ
て
、
島

津
忠
親
は
竜
相
城
を
落
と
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

　

現
在
、
戦
ヶ
島
古
戦
場
跡
の
田
ん

ぼ
の
中
に
、
百
引
城
主 

猪い
が
く
ら
た
ん

鹿
倉
丹

後ご
の
か
み守
の
墓
が
ぽ
つ
ん
と
建
っ
て
い

る
。
彼
も
ま
た
、
戦
で
命
を
落
と
し

た
武
将
の
一
人
で
あ
る
。こ
の
時
期
、

青
々
と
茂
っ
た
稲
穂
を
背
景
に
し
た

猪
鹿
倉
丹
後
守
の
墓
を
見
る
と
、
ふ

と
松
尾
芭
蕉
の
有
名
な
句
が
頭
を
よ

ぎ
る
。

―
夏
草
や

兵
ど
も
が　

夢
の
あ
と
―

（
大
崎
町
教
育
委
員
会 

内
村
憲
和
）

『
戦
国
時
代
の
群
像

『
戦
国
時
代
の
群
像

〜
第
十
話　

戦
ヶ
島
の
戦
い
〜
』

〜
第
十
話　

戦
ヶ
島
の
戦
い
〜
』

歴
史
を
歩
く

歴
史
を
歩
く
㉕㉕
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▲『大野出羽守の墓』

▲『薬丸弾正兼持の墓』



みんな原石宝石になる世代 !!

生年月日　　　平成３年２月２６日
職　　場　　　大崎町役場　保健福祉課　臨時職員
趣　　味　　　バレーボール
好きな歌手　　EXILE　加藤ミリヤ

　
　

櫻
さくら い

井　美
み す ず

鈴さん ２０歳

飛 20び 代出
せ

き
ば ど！ち っょっ

がんばる個人・グループを
紹介します

　職場のみなさんが優しくいろんな事を教えてくれる
ので毎日楽しく仕事ができています。
　これからも学ぶことが、いっぱいあると思うので頑
張りたいと思います。

▲試食会には、町内で活動する様々な団体
が集まり交流を深めました。

h
ヒ コ ネ ッ ト ワ ー ク

iconetwork
できることからやって行こう！

▲『ひこねっとわーく』は、７つの鹿児島弁を活動ス
タイルに取り入れ、大崎の特色を発信していきます。
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町
内
の
若
手
有
志
で
結
成
さ
れ
た
『
ひ

こ
ね
っ
と
わ
ー
く
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

会
員
は
、
農
業
者
、
会
社
員
、
自
営
業

と
幅
広
く
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
今

年
５
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
ひ
こ
ね
っ
と
わ
ー
く
』
の
『
ひ
こ
』
は
、

『
や
っ
た
ひ
こ
』『
で
き
た
ひ
こ
』。『
き

ば
っ
た
ひ
こ
』
な
ど
７
つ
の
鹿
児
島
弁

か
ら
と
っ
た
も
の
。
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
自

分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ
う

と
い
う
同
会
の
活
動
ス
タ
イ
ル
か
ら
命

名
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

結
成
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
会
員

の
畜
産
農
家
が
育
て
た
黒
豚
肉
の
味
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
試
食
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
広
域
的
な
交
流
を
図
ろ
う
と
、

町
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
に
声
を
か
け
、

当
日
は
24
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
自
家
製
肉
と
市
販
さ
れ

て
い
る
も
の
を
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
配

膳
し
、
参
加
者
に
試
食
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

食
べ
比
べ
た
参
加
者
か
ら
は
、「
味
の
両

者
に
違
い
が
あ
り
驚
い
た
。」「
本
物
の
味

を
知
る
事
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
な
ど
様
々

な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

山
下
琢
磨
会
長
は
、「
今
後
、
人
や
物
、

自
然
や
地
域
が
繋
が
っ
て
い
け
る
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
的
に
企
画
し
、
そ
の
中
で
発
見

し
た
大
崎
の
特
色
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
発

信
し
て
行
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。



瀬戸間伏橋
～激流に架かる石のアーチ～

特 命 ！ カ メ ラ マ ン
ふるさとの風景を激写せよ !

　野方地区の瀬戸間伏川に大正12年に
架設された町内唯一の石橋です。薩摩藩
が利用していた時代から、ひとたび降雨
ともなれば、激流岩をかみ、通行人を飲
み込んでしまうほどの難所だったそうで
す。水之谷集落からの通学路沿いにあっ
たこの石橋は、私の心の中の世界遺産で
あり、いつまでもその姿で残ってほしい
と願ってやみません。　

No.25No.25 竹原静史総務課　財政係
予算編成に関することや地方債などを担当しています。
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うなぎ専門店

　　　   うなぎ太郎

ぐ

る
り
知る 観る 食べる

ま ち ナ ビ
　

国
道
２
２
０
号
線
を
鹿
屋
方
面
に

走
る
と
左
手
に
現
れ
る
『
う
な
ぎ
太

郎
』。
ユ
ニ
ー
ク
な
店
名
に
思
わ
ず
、

立
ち
寄
り
た
く
な
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
代
目
店
主
の
日
高
司
郎
さ
ん
の

父
親
が
、養
鰻
業
が
盛
ん
な
地
域
に
、

う
な
ぎ
屋
が
な
い
と
、
昭
和
48
年
に

創
業
を
開
始
し
、
今
年
で
38
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　

う
な
ぎ
太
郎
で
は
、
お
客
様
に
新

鮮
な
う
な
ぎ
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
、
町
内
の
養
鰻
業
者
か
ら
、
う
な

ぎ
を
生
き
た
ま
ま
仕
入
れ
、
朝
６
時

■うなぎ専門店　うなぎ太郎（国道２２０号線沿）
　営業時間：11：00 ～ 14：30　17:00 ～ 21:00
　定   休   日　火曜日の夜　　住　所　大崎町永吉　
　☎０９９-４７６- ０５０１

▲店主おすすめ『うな重の上』

か
ら
さ
ば
き
始
め
ま
す
。　

　

注
文
が
入
る
と
創
業
当
時
か
ら
継
ぎ

足
し
て
使
わ
れ
て
い
る
タ
レ
に
つ
け
ら

れ
、じ
っ
く
り
と
焼
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

秘
伝
の
タ
レ
で
香
ば
し
く
焼
け
た
蒲

焼
は
、
美
味
し
さ
が
口
中
に
じ
わ
り
と

広
が
り
ま
す
。

　

店
主
の
日
高
さ
ん
は
、「
こ
こ
ま
で

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
お
客
様
か
ら

の
〝
あ
り
が
と
う
〞
の
言
葉
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
が

元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
お
い
し
い
う
な

ぎ
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

▲お店は、国道２２０号線沿い

▲ 日高さんはご家族４人でお
店を切り盛りされています。

～日高さんから～
「元気になるウナギを食べにき
てください！」



広
告

広
告

ニューウェーブ大崎 開催予定表 ☎ 099-478-2222

7
月

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
大
井

盛　

岡

佐　

賀

佐　

賀

金　

沢

ミ
ニ
ナ
イ
タ
ー

名
古
屋
・
船
橋

ミ
ニ
ナ
イ
タ
ー

名
古
屋
・
船
橋

休　

館

佐　

賀

佐　

賀

盛　

岡

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金
沢
・
川
崎

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠
松
・
川
崎

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
門
別

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
川
崎

佐　

賀

佐　

賀

8
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

盛　

岡

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金
沢
・
大
井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠
松
・
大
井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

園
田
・
大
井

荒　

尾

盛　

岡

盛　

岡

盛　

岡

金　

沢

ミ
ニ
ナ
イ
タ
ー

名
古
屋
・
浦
和

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
門
別

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒
尾
・
大
井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

福
山
・
大
井

佐　

賀

佐　

賀

佐　

賀

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠
松
・
川
崎

重
賞
レ
ー
ス

く
ら
し
の
掲
示
板

お知らせ
第
61
回
『
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
』
の
ご
案
内

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
犯
罪
の
な
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。

　

大
崎
町
保
護
司
会
・
大
崎
町
構
成
保

護
女
性
連
盟
は
、
７
月
を
強
化
月
間
と

し
、
大
崎
町
を
含
む
志
布
志
支
部
の
広

域
圏
で
学
校
訪
問
や
街
頭
広
報
活
動
な

ど
を
行
い
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
崎
町
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
‐
４
７
６
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
４
０
・
１
４
４
）

募　集

平
成
23
年
度
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
バ
ス

　

中
・
高
校
生
、
一
般
を
対
象
に
木
工
・

建
築
大
工
の
体
験
入
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

【
期
日
】

平
成
23
年
８
月
１
日
（
月
）

　

９
時
〜
12
時
30
分

【
申
込
期
限
】

平
成
23
年
７
月
27
日
（
水
）

【
募
集
人
員
】

先
着
30
名

【
参
加
費
】

無
料　

１
日
傷
害
保
険
加
入
予
定

作
品
は
、
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
９
６
‐
５
３
‐
０
２
０
７

募　集
専
門
医
公
募
の
お
知
ら
せ

　

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
（
地
域
医
療
支

援
病
院
・
災
害
拠
点
病
院
等
）
で
は
、

次
に
掲
げ
る
常
勤
の
専
門
医
を
公
募
し

て
い
ま
す
。

●
消
化
器
内
科
医　

１
名

●
総
合
診
療
科
医　

１
名

　

お
知
り
合
い
な
ど
に
地
元
大
隅
地
域

で
の
勤
務
を
希
望
さ
れ
て
い
る
専
門
医

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
に
は
、
遠
慮
な

く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
０
１

担
当
：
事
務
長　

広
告

申込
受付中  

困った
時は！パソコン教室

だいわ入口交差点（駐車場は裏側です）
おかげさまで10年目。

修理
販売
検定
設定
相談☎（099）476-5211

営業時間 :AM10:00～PM8:00（要予約）
初心者・一般・学生・高齢者
仕事・趣味・資格・修理
パソコンライフを応援

パソコンサポート
NT-JAPAN

パソコン教室

お気軽に !

募　集
警
察
官
募
集
！

　

平
成
23
年
度
鹿
児
島
県
警
察
官
B

（
高
校
卒
業
程
度
）
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

【
受
験
資
格
年
齢
】　

　

18
歳
〜
31
歳

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

【
第
１
次
試
験
】

●
試
験
日　

平
成
23
年
９
月
18
日（
日
）

●
試
験
内
容　

教
養
試
験
、作
文
試
験
、

身
体
検
査
、

※
武
道
区
分
は
、
実
技
試
験
も
あ
り
ま

す
。

●
試
験
地　

鹿
児
島
市
、
鹿
屋
市
、
奄

美
市

【
申
込
受
付
期
間
】

　

平
成
23
年
８
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

〜
８
月
19
日
（
金
）

【
そ
の
他
】

　

受
験
資
格
な
ど
そ
の
他
の
詳
細
事

項
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
県
警
本

部
警
務
課
採
用
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
９
９
‐
２
０
６
‐
２
２
２
０

お知らせ

ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

の
開
催

　

今
年
で
７
回
目
と
な
る
『
く
に
の

松
原
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催
し

ま
す
。

　

友
達
や
職
場
の
方
々
を
誘
っ
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

社
会
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
日　

時
】

　

平
成
23
年
８
月
14
日
（
日
）

　

午
前
８
時
受
付
開
始

【
場　

所
】

大
崎
町
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

専
用
競
技
場
（
大
丸
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
）

【
競
技
種
目
】

●
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

ミ
ッ
ク
ス
４　

中
学
生
以
上

●
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル

　

小
学
生
低
学
年
、
高
学
年
の
部

　

オ
ー
プ
ン
の
部

【
締
め
切
り
日
】

平
成
23
年
８
月
８
日
（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
崎
町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課

☎
０
９
９
‐
４
７
６
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
４
１
２
）

7月17日（日）吉野ヶ里記念　 
7月18日（月）マーキュリーカップ　
7月28日（木）えびの特別
8月11日（木）大隅特別
8月11日（木）ブリーダーズゴールドカップ
8月15日（月）クラスターカップ

8月16日（火）サマーチャンピオン

　

お盆イベント
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介護付き有料老人ホーム

エコル・たちお野
入居対象者

1．大崎町の住民票がある方

2．要介護1～5の認定を受けている方

８月２０日(土)
午後６時００分～(雨天順延)
エコルたちお野グラウンド
(旧立小野小学校跡地)
太鼓・踊り・屋台他
是非お越し下さい

玲心会

夏祭り

大崎町野方1915番地(旧立小野小学校跡地)
099-471-0066

お気軽にご相談ください。

介護付き有料老人ホーム

入居対象者

1．大崎町の住民票がある方

2．要介護1～5の認定を受けている方

エコル・たちお野

(旧立小野小学校跡地)☎099-471-0066 是非お越し下さい

８月２０日(土)午後６時３０分～(雨天順延)
エコルたちお野グラウンド

お気軽に、ご相談下さい (旧立小野小学校跡地)

大崎町野方1915番地 太鼓・踊り・屋台他

夏祭り
介護付き有料老人ホーム

入居対象者

1．大崎町の住民票がある方

2．要介護1～5の認定を受けている方

エコル・たちお野

(旧立小野小学校跡地)☎099-471-0066 是非お越し下さい

８月２０日(土)午後６時３０分～(雨天順延)
エコルたちお野グラウンド

お気軽に、ご相談下さい (旧立小野小学校跡地)

大崎町野方1915番地 太鼓・踊り・屋台他

夏祭り
介護付き有料老人ホーム

入居対象者

1．大崎町の住民票がある方

2．要介護1～5の認定を受けている方

エコル・たちお野

(旧立小野小学校跡地)☎099-471-0066 是非お越し下さい

８月２０日(土)午後６時３０分～(雨天順延)
エコルたちお野グラウンド

お気軽に、ご相談下さい (旧立小野小学校跡地)

大崎町野方1915番地 太鼓・踊り・屋台他

夏祭り介護付き有料老人ホーム

入居対象者

1．大崎町の住民票がある方

2．要介護1～5の認定を受けている方

エコル・たちお野

(旧立小野小学校跡地)☎099-471-0066 是非お越し下さい

８月２０日(土)午後６時３０分～(雨天順延)
エコルたちお野グラウンド

お気軽に、ご相談下さい (旧立小野小学校跡地)

大崎町野方1915番地 太鼓・踊り・屋台他

夏祭り



募　集

募　集

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

消
防
吏
員
採
用
試
験
案
内

カ
リ
ビ
ア
ン
ラ
ン
チ
交
流
会

　

平
成
23
年
度
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組

合
消
防
吏
員
採
用
試
験
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

【
採
用
予
定
人
員
】　

数
名

【
受
験
資
格
】

⑴　

一
般
採
用

　

ア　

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　

イ　

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学

　

校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者
（
平

　

成
24
年
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
。）

⑵　

消
防
実
務
経
験
者
採
用

　
　
　
（
現
職
消
防
吏
員
）

　

ア　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
者

【
日　

時
】

　

⑴　

一
般
採
用

　
　
　

平
成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分

　

⑵　

消
防
実
務
経
験
者
採
用

　
　
　

平
成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
00
分

【
場　

所
】

　

曽
於
市
大
隅
総
合
運
動
公
園
研
修
館

（
筆
記
試
験
）
及
び
大
隅
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
（
体
力
検
査
）

【
試
験
の
方
法
】

⑴　

一
般
採
用

　

ア 　

１
次
試
験　

教
養
試
験
、
作
文
、

適
正
検
査
、
体
力
検
査

　

イ　

２
次
試
験　

面
接
試
験

　
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

⑵　

消
防
実
務
経
験
者
採
用

　

ア　

１
次
試
験

　
　

作
文
、
適
正
検
査
、
体
力
検
査　

　

イ　

２
次
試
験　

面
接
試
験

　
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

【
受
験
手
続
】

⑴　

受
験
申
込
書
の
請
求

　

消
防
本
部
総
務
課
、
各
消
防
署
、
大
崎

町
役
場
総
務
課
（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

⑵　

応
募
方
法

　

消
防
吏
員
採
用
試
験
申
込
書

　

住
民
票　

１
通

　

最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
又
は
卒
業　

見
込
証
明
書

　

写
真
（
縦
４
ｃ
ｍ
×
横
３
ｃ
ｍ
）
２
枚

　

一
般
身
体
検
査
書　

１
通

　

受
験
票
送
付
用
封
筒
（
定
形
）
１
通

⑶
受
付
期
間

　
　

平
成
23
年
７
月
19
日
（
火
）
〜
８
月

18
日
（
木
）（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。）　

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
８
９
９
‐
８
１
０
３　

　

曽
於
市
大
隅
町
中
之
内
８
９
７
３
‐
１

　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　

　

総
務
課

　

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
５
６
９

　

カ
リ
ブ
海
諸
国
や
中
南
米
の
研
修
生
と

交
流
し
な
が
ら
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

【
日
時
】

平
成
23
年
９
月
17
日
（
土
）
12
時
〜
14
時

【
場
所
】

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

【
参
加
費
】

中
学
生
以
上
６
０
０
円

小
学
生
・
幼
児
３
０
０
円

３
歳
以
下
無
料

【
そ
の
他
】

要
予
約
・
託
児
あ
り

【
お
問
い
合
わ
せ
先
・
お
申
し
込
み
】

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

鹿
屋
市
上
高
隈
町
３
８
８
１
‐
１

☎
０
９
９
４
‐
４
５
‐
３
２
８
８
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広
告 ＪＡバンクサマーキャンペーンＪＡバンクサマーキャンペーン

キャンペーン期間６／１（水）～７／２９（金）

特賞特賞
１等１等
２等２等

５万円分の旅行クーポン券  １０本５万円分の旅行クーポン券  １０本
５，０００円分の商品券 ５０本５，０００円分の商品券 ５０本
３，０００円分の商品券 １００本３，０００円分の商品券 １００本

期間中に定期貯金・定期積金をご成約された方に抽選で１６０名様に当たる！！

ご成約者にはもれなく『ちょきんぎょグッズ』プレゼント！！
ＪＡそお鹿児島　本所　０９９（４８２）６８１２　　大崎支所　０９９（４７６）２１１３ＪＡバンク

広
告

広
告

JAそお鹿児島 住宅ローンキャンペーンJAそお鹿児島 住宅ローンキャンペーン
住宅の新築・購入・増改築・宅地の購入・他金融機関からのお借換えに！住宅の新築・購入・増改築・宅地の購入・他金融機関からのお借換えに！
ＪＡ住宅ローン〔保証料一括型〕（７月の金利です）金利は、毎月見直します。（保証料別途）

当初２年固定 当初３年固定 当初５年固定 当初１０年固定 当初１５年固定 当初２０年固定

年１．００ ％ 年１．０５％ 年１．１０％ 年１．５５％ 年２．４５％ 年２．６５％

【お問い合わせ先】　そお鹿児島農業協同組合　本所０９９（４８２）６８０７　大崎支所０９９（４７６）２１１３
※融資の可否は審査によって決定致します。また、審査結果によってはご希望に添えない場合があります。

○下記のいずれかに該当すると上記金利より更に０．２％軽減致します。
　・給与振込（予約含む） ・公共料金３件以上または公共料金２件以上とＪＡカード ・エコ住宅 
　・共済契約１件以上 ( 長期） ・定期積金（契約額１５０千円以上） ・農畜産物販売代金振込み５００千円以上
○当初固定期間終了後も、固定変動選択型を選択すると、その時点の JA所定の基準金利から０．９％軽減致します。

お盆特別セール　　平成23年７月9日～平成23年８月15日

伝統工芸品川辺仏壇製造直売店

野神工場（大吉とうふ近く）099-475-1653　志布志店（志布志高校前）099-472-3863

※ 当社金仏壇は、野神工場にて店主（仏壇製造技能士）が製造販売しております。安心してお買い求めください。
　仏壇修理・オリジナル仏壇・神棚等いろいろなご相談承ります。

岡田仏壇製作所仏壇・仏具
神棚・神具



一般図書

一　般　図　書

いちばんためになるはじめての妊娠・出産…小川　隆吉 
インスパイリングオーラエクササイズ……Ｍｉｃａｃｏ 
鹿児島県の歴史……………………………………原口　泉 
戯史三国志　我が糸は誰を操る………………吉川　永青 
奇跡の教室………………………………………伊藤　氏貴  
気になる日本語…………………………………小林　信彦  
9 割がバイトでも最高のスタッフに育つディズニーの教え方
…………………………………………………福島　文二郎
この女………………………………………………森　絵都  
この世の涯てまで、よろしく………フレドゥン・キアンプール 
雑貨とグリーンを上手に飾る１００のアイデア
…………………………………………………主婦と生活社  
聖なる怪物たち…………………………………河原　れん  
だから、言ったでしょ！……………………米谷　ふみ子 
日本復興計画……………………………………大前　研一  
海洋国家薩摩……………………………………徳永　和喜  
女は後半からがおもしろい…………………坂東　真理子  
奇跡………………………………………………是枝　裕和  
女性のからだを変える！ 99 円弁当 …………幕内　秀夫  
２枚あわせで作るかわいいぬいぐるみ…………田口　純 
話の終わり…………………………リディア・デイヴィス 
『母親力』を高めるコーチング………………大石　稜子  
ばらばら死体の夜………………………………桜庭　一樹  
北天蒼星……………………………………………伊東　潤  
三谷幸喜のありふれた生活　９………………三谷　幸喜  
私はのんびり生きてきた。……………………香山　リカ  
たまゆらに………………………………………山本　一力

エイミーとルイス……………………リビー・グリーソン  
おれたちはパンダじゃない………………………サトシン  
くまときつね………………………………いもと　ようこ  
にんげんになったニクマンジュウ………………長　新太  
ぴあのうさぎ……………………………あきやま　ただし  
ふうとはなとたんぽぽ…………………いわむら　かずお 
まじょ子とデコ☆デコレーションの国………藤　真知子 
魔女の庭……………………………………ルース・チュウ  
リサとガスパールおたんじょうびおめでとう
……………………………………………アン・グットマン 
おばあちゃんのこもりうた……………………西本　鶏介  
きつね、きつね、きつねがとおる………………伊藤　遊  

１０分で読める伝記　１年生・２年生………塩谷　京子  
ビオレママきちんとてあらい！の術…………山本　省三  
ひつじぱん………………………………あきやま　ただし 
みんなかわいい………………………………内田　麟太郎 

児童図書 児　童　図　書

図書館のおすすめ本

日本人の誇り
藤原　正彦

個より公、金より徳、競争より和を重んじ
る日本国民の精神は戦後、なぜ失われたの
でしょうか？

下ヨシコの恋愛昇運
下　ヨシ子

『流生命』ごとの恋愛傾向やアドバイス、
恋愛相談Ｑ＆Ａを収録しています。

くまのごろりん
やえがし　なおこ

くまの子ごろりんは、ある日、アリにいじ
わるをして、アリよりも小さくなってしま
う魔法をかけられてしまい・・・・・・・・・・・・・。

月のかがく
渡部　潤一

不思議なすがたを見せてくれる月を、科学
的、天文学的な見方でわかりやすく解説し
ています。

★ふれあいおはなし会★
◎開催日時…毎月第３日曜日　10 時～

図書館へ行こう

【開館時間】
 平日（火～金）は午前９：３０～午後６：００
 　　　土・日曜は午前９：００～午後５：００
 月曜日は休館
【特別開館】
  　夏休み期間の７月21日(木）～８月31日（水）
は、月曜日も休まず開館しておりますのでご
利用下さい。

本の検索について
さがしている本の所蔵について、町のホー
ムページより検索することができます。ホー
ムページの『図書検索』をクリックして、
『フリーワード検索』などの機能を使用して
蔵書検索ができます。便利な機能ですので、
どうぞご活用ください。

●新刊のお知らせ●
◎祝日開館の実施について（お知らせ）
　祝日も以下のとおり、午前 9時から午後 5時ま
で開館いたします。    
 １　実施時期・・・・平成２３年７月から
 ２　実施日・・・・・年末年始を除くすべての祝日
（ただし、月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日が休館）
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照日神社六月灯

　７月２日（土）、夏の風物詩で
ある” ろっがっどー” が野方の照
日神社で行われました。境内の階
段には、地域の小中学生や介護
老健施設入所者による手作りの灯
篭１８０基が並び清涼感を醸し出
していました。

人権啓発シリーズ⑰
あなたの当たり前が、誰かを傷つけているかも。　
女性の人権について考えるための『気付き』のヒント

　○子育てや家事・介護は、女性の役割だ。
　○町内会の会長は、男性の方が信頼できる。
　○結婚や出産で、女性は、一時仕事をやめた方がいい。
　○ＤＶは暴力をふるわれる側にも問題がある。
　○子どもの成績や進路についての親の期待は、男子と女子では異なる。

日常の中の習慣や思い込みが、
人権侵害につながってしまうこともあります。
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この広報紙は再生紙を使用しています

７月１７日
■休み休み

７月２４日
■■はるびゅうクリニック　  ☎ 478-2153

７月３１日
■草野クリニック　　　　　■草野クリニック　　　　　☎ 471-7533

８月７日
■江藤医院　　　　　　　　■江藤医院　　　　　　　　☎ 476-0126

８月１４日
■休み休み

●夜間の急患対応
　大隅広域夜間急病センター
　午後７時～翌日午前７時
　☎ 0994-45-4119

年中
無休

●町内の休日在宅医

町のカレンダー町のカレンダー
The calendar of the town

豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち町政75周年

（注）下記日程は変更になることもあります。

発行：大崎町役場／編集：企画調整課
〒８９９－７３０５　鹿児島県曽於郡大崎町仮宿１０２９番地
☎ 099-476-1111   FAX 099-476-3979　

大崎町ホームページアドレス
http://www.town.kagoshima-osaki.lg.jp

町のカレンダー町のカレンダー

農振…農業振興センター
野……野方改善センター
中公…中央公民館
保……保健センター
体……大崎町総合体育館
老……老人福祉センター
共……共済組合

菱……菱田改善センター
持……持留改善センター
中央…中央運動公園
砂…… ビーチスポーツ専

用競技場
大……大丸改善センター
役福…役場保健福祉課

野活… 野方地区活性化セ
ンター

（医）…在宅当番医
プ……益丸プール
ふ……ふれあいの里公園
図……大崎町立図書館

（注）下記日程は変更になることもあります。

●今月の納税
国民健康保険税　２期
固定資産税　２期　水道料
●町営住宅空家情報
　７月１日現在空き家はありません。
　建設課管理係　☎ 476-1111（243）

人口と世帯数

■人　 口 １４，６５６人（－２４）
　　男 ７，０３７人（－　６）
　　女 ７，６１９人（－１８）
■世帯数 ６，９９６戸（－　１）

●出生 ９人 ●転入 ２４人
●死亡 ２０人 ●転出 ３７人

平成２３年６月末現在　対前月比

７⽉のイベント情報７⽉のイベント情報

月 火 水 木 金 土 日

７/15
●本の宅配
  （午前中、町内一円）
●スリム会
　保 9:00～12:00

16 17
●ふれあいおはなし会
　図　10:00～

18
●図書館祝日開館
　図　９:00～17:00

19
●図書館休館
●にこにこ料理教室
　保 9:00～12:00
●マスターズプロジェクト
　大 9:15～11:00

20
●小中学校終業式
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●日本脳炎予防接種
　保 12:50～13:10（受付）

21
●育成牛・成牛セリ市
　大隅 9:30～
●町立図書館
　全日開館（～8/31まで）
●夏の交通事故防止運動
（～30日まで）

22
● 大崎町小学校水泳
記録会
　（大崎小学校プール）

23 24
●第23回カブト虫相撲大会
　体 9:00～

25
●教育委員会
　教育長室
　10:00～12:00
●子牛セリ市
　（～27日まで）
　大隅 9:30～

26
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00

27
●はっする広場
　保 9:30～11:30
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●障害者巡回相談
　保 10:15～12:00

28
●いきいきクラブ
　老 10:00～11:30

29 30 31

８/1
●母子手帳交付
　役福 9:00～12:00

2
●本の宅配
  （午前中、町内一円）
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●麻しん風しん予防接種
　保 12:50～13:10（受付）

3
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●麻しん風しん予防接種
　保 12:50～13:10（受付）

4 5 6
● 大崎七夕祭り
　17:00～
　大崎小学校校庭
　雨天時：中央公民館

7

8
●こころのつどい
　保 13:00～15:00

9
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00

10
●1歳6か月児健診
　保 12:50～13:10（受付）
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●障害者巡回相談
　保 10:15～12:00

11
●つくしんぼ教室
 （親子教室）
　保 10:00～12:00
●いきいきクラブ
　老 10:00～11:30

12 13 14
●ビーチスポーツフェスタ
　砂 8:00～

15
●母子手帳交付
　役福 9:00～12:00

資源ゴミ回収
（第4木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第1木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第2木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第3木曜日地区）

●教育相談
　毎週火曜日　9:00～16:00
　中央公民館
●心配ごと相談
　毎週水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

●行政相談
　毎月第4水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

●分譲地①
　大崎町横瀬２２０番１

　７２６．２３㎡（２２０坪）

定住促進住宅用地の分譲を実施しております お問い合せ　企画調整課　企画政策係まで
４７６－１１１１（２２２）

●分譲地②
　大崎町横瀬２２０番３

　７１６．９６㎡（２１７坪）

第２３回カブト虫相撲大会第２３回カブト虫相撲大会
●日　時　平成２３年７月２４日（日）
　　　　　９：００～
●場　所　大崎町総合体育館
●資　格　小学生の部　小学生以下の部
主催　社会福祉法法人　愛生会
　　　 ☎４７７－１１７１

参加
無料

当日はカブト虫
も販売します

土用の丑の日は、うなぎを食べよう！
今夏の土用の丑の日は、
７月21日（木）・8月２日（火）の２日間です。


